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１．はじめに

２年前から、既知の小惑星の特性調査で天文学に貢献しようと観測を始めた。小惑星の

測光観測は、冷却CCDカメラで行うのが一般的である。しかし、本校にはその設備がない
ため、デジタル一眼レフカメラでの測光を試みている。

昨年は、デジタル一眼レフカメラで撮像したRAW画像(モノクロ)で測光すると、IAU小
惑星センターのライトカーブ・データベースと概ね一致する結果が得られたことを報告し

た。今年は、さらに別の小惑星を撮像し、IAU小惑星センターのライトカーブ・データベ
ースと比較するとともに、RAW画像から得られるRGB分解画像やJPEG画像などの各種画
像での測光結果を比較・検討した結果を報告する。

２．観測方法

観測日時 ① 2013年 1月10日 21時～24時（小惑星 # 129 ）
② 2013年12月21日 21時～23時（小惑星 # 443 ）
③ 2014年 1月 9日 21時～23時（小惑星 # 443 ）

観測場所 栃木県大田原市 ふれあいの丘天文館

使用機材 ①天体望遠鏡

65cm 反射ｆ＝ 7800 mm （三鷹光器）
15cm 屈折ｆ＝ 1100 mm (高橋製作所)

②カメラ Nikon D700 、Canon EOS 60D
直焦点、露出時間 30秒

測光方法 「ステライメージ」によるアパチャー測光

３．観測結果

３．１ 撮像データ（小惑星 #129）
撮像データは、4284 ﾋﾟｸｾﾙ × 2844 ﾋﾟｸｾﾙ（各ピクセル
は 0.222 秒角）の大きさである(Nikon D700)。
デジタル一眼レフカメラで得られるデータは、図１の

ように光の三原色(RGB)フィルターを通したものであり、
①ベイヤー補間(図１の矢印)したカラー画像と ②ベイ

ヤー補間していないベイヤー画像(モノクロ)、そして

RGB 分解して得られる ③Ｒ素子のみのＲ画像(モノク

ロ)、④Ｇ素子のみのＧ画像(モノクロ)、⑤Ｂ素子のみ

のＢ画像(モノクロ)などがある
図１ 撮像素子のベイヤー配列



３．２ 小惑星の測光結果（小惑星 #129）
図２は、ＩＡＵ小惑星センターのライトカーブ・データベースと私たちの測光結果(ベ

イヤー画像)を重ねた光度変化曲線である。概ね両者は一致している。

図２ 小惑星 #129 の光度変化曲線

３．３ 各種画像による測光結果の比較（恒星）

図３は、星空公団によるRGB分解ソフト
(raw2fits)を使用して得られたＲ画像、Ｇ
画像、Ｂ画像中のいくつかの恒星について

測光した結果である。横軸が星表の等級で、

縦軸が測光した結果である。それぞれの画

像で測光結果に違いがある。特に、JPEG
画像(灰色○)は星表等級との差が大きい。

カメラの違いを比較すると、Nikon D700
の方が測光結果のバラツキが小さい。

４．考察とまとめ

R,G,Bの各画像で測光結果に違いがあるのは、恒星の表面温度によりその放射波長が異な
るからである。つまり、R,G,B各画像における恒星の測光結果の違いは、恒星のスペクトル
型に依存すると考えられる。今後は、太陽光を反射している小惑星の測光に最も適するデ

ジタル一眼レフ画像はどれであるかを確定し、小惑星の測光においては、基準とする星表

をTycho-2(Ｖ等級)に改め、標準星には色指数(B-V)が太陽と同じ 0.65 程度の恒星を用い、
より正確な測光を目指したい。
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図３ 各種画像の測光結果
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